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iDCの最新市場動向

市場は成長傾向だが需要の柱は不在

iDCが提供するサービスについて解説

する前に、最近のアウトソーシングも含め

た市場動向や概要について触れておこ

う。iDC市場にも様々な変化や傾向があ

り、それによって提供されるサービス内容

も変わってきている。市場動向を知るこ

とは、長期的な視点での事業者／サービ

ス選びの参考になるはずだ。

WebサービスイニシアティブiDCイニシ

アティブ部会（旧iDCイニシアティブ）が実

施した「インターネットデータセンター市場

動向調査2004年度版」によると、まず市

場の需要規模は、ハウジングとホスティン

グを合わせて 1,790 億円と、前年比で

14%ほど伸びている。ただし、成長を牽

引する大きな柱と呼べるものはなく、設備

の新設や新規参入、撤退はほとんどなく

横ばい状態にあるという。利用率を見る

と、首都圏市場に限れば39%に達してお

り、ドットコムバブル崩壊前の水準に戻り

つつある。センターが乱立した時期から

バブル崩壊後にかけて、事業者の統廃合

が数多く行われたが、それがやっと落ち

着いてきたといえるだろう。また、料金に

ついても、施設乱立期に見られた激しい

低価格化競争はなく、安定している。

ユーザーニーズと需要動向について

は、アウトソーシング案件の増加にとも

なって、iDC需要の一部がSIerやアウト

ソーシング事業者に取り込まれる傾向が

続いている。SIerやアウトソーシング事業

者のiDCにおける存在感が強くなってい

るわけだが、見方を変えると、SIerを仲

介しての iDC利用が増加しているともい

える。企業のアウトソーシングの傾向とし

て、単なるスペースではなく、システムの

構築や運用管理まで含むケースが多いと

いうことだろう。一方で、従来のiDC事業

者が、付加価値としてSIサービスを提供

する場合も増えており、アウトソーシング

事業者とiDC事業者の境界線があいまい

になってきているといえる。

ユーザーの利用用途では、企業におけ

る通信サービスとして、従来の非IP専用

線やデータ通信のサービスから、IP-VPN

や広域イーサネットなどのIPベースの通

信サービスにシフトする傾向にある。ま

た、目新しい点としては、ネットワークゲー

ムのサービス基盤として、iDCでのシステ

ム運用の需要増加が著しい。ネットワー

クゲーム市場も急成長していることから、

今後のiDC需要の柱の1つとして期待さ

れている。

レンタルサーバーサービスの活況

価格面でも機能面でも成熟へ

企業向けのITアウトソーシングサービ

スの1つとして、iDCは依然として重要な

存在である。しかしここ数年、レンタル

サーバーサービスの著しい低価格化と高

機能化の波によって、よほど特殊な用途

でなければレンタルサーバーで十分であ

り、iDCを利用するまでもないという意見

も多く聞かれる。

実際、価格とサービス内容の充実ぶり

はすさまじく、『レンタルサーバー完全ガイ

ド Vol.01』（インプレス）によると、最安値

が共用サーバーで月額125円から、専用

サーバーで月額6,800円から、仮想専用

サーバーで月額1,785円からとなってい

る。上記の金額は、ホビーユーザーも対

象としたサービスのものである。したがっ

て、ビジネスで利用するのであれば、それ

なりの条件を満たすサービスを選ぶこと

になるため価格も高くなるだろうが、それ

でもiDCに比べるとはるかに格安となる

はずだ。

また、同誌が調査対象としたサービス

は 1129 サービス（コース）あり、基本ス

ペック、機能にも様々な種類がある。これ

だけの数であれば、よほど特殊な用途で

ない限り、自分に適したサービスが見つ

からないということはまずないだろう。

企業の主要な用途は

レンタルサーバーが最多

『インターネット白書2005』（インプレス）

が行った調査によると、iDCまたはレンタ

ルサーバーなど、社外のサービスを利用

しているケースは約半数で、利用してい

る中では「共有ホスティング」がもっとも多

このコーナーは、注目の製品やサービスについて、それを支える技術や市場動向の解説（セ

ミナー）と具体的な商品を紹介（展示）する、バーチャル展示会。

今回のテーマは「インターネットデータセンター（iDC）」。近年、様々な付加価値サービス

の展開によって、単なる「場所貸し」とは呼べないものが数多く登場しているiDC。ここで

は、最近の市場動向と企業のITアウトソーシングにおいてどう選択すべきかを解説する。
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く（22.0%）、次いで「専用ホスティング」

（16.9%）、そして「ハウジング」（12.7%）と続

く（図1）。

ちなみに、社内での運用・管理を行っ

ている企業については、調査対象となっ

た企業が幅広く、事業内容によってはまっ

たく必要としない企業もあることや、外部

委託への抵抗などによるものと見ている。

さらに、社外のサービスを利用してい

る企業に対して行った利用用途の結果で

は、「社外向けウェブサーバーの運用・管

理」（71.6%）と「メールサーバーの運用・管

理」（59.2%）が大部分を占めている（図2）。

ただし、3位以降は、社内向けウェブサー

バー（イントラネット）やB2C、B2Bシステム

の運用・管理となっており、一般的なレン

タルサーバーサービスでは対応しづらい

ものや独自システムであるケースが高いも

の、また機密上、運用・管理をより厳重な

環境で行う必要があるものが並ぶ。この

調査では、iDCとレンタルサーバーサービ

スを分けず、アウトソーシング（社外委託）

としてまとめている。内容から主に3位以

降が、iDCや高機能または特定用途に特

化したレンタルサーバーの利用と見ること

ができるだろう。

図2 データセンターやレンタルサーバーの利用目的（複数回答） N=559
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出所　インプレス『インターネット白書2005』p.186 資料3-3-2　©Access Media/impress,2005

図1 データセンターやレンタルサーバーで利用しているサービス（複数回答） N=1,113

0 10 20 30 40 50 %

わからない

利用していない

その他のサービスを利用している

コロケーションサービスを利用している

VPSを利用している

ハウジングを利用している

専用ホスティングを利用している

共用ホスティングを利用している

出所　インプレス『インターネット白書2005』p.186 資料3-3-1　©Access Media/impress,2005

出 展 企 業 一 覧

WebARENA Suite2/SuitePRO
NTTPCコミュニケーションズ →p.114

SAVVIS
サヴィス・コミュニケーションズ →p.116

CRCデータセンター
CRCソリューションズ →p.117

ラピッドサイト
GMOホスティング アンド テクノロジーズ →p.118
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アウトソーシングサービスの変遷

iDCとレンタルサーバーの進化

前述のように、レンタルサーバーサービ

スの充実によって、いまや iDCを利用せ

ずとも大抵のインターネットサービスが構

築できてしまう。では、いまあえてiDCを

選ぶ理由とは何か。ここで、両サービスの

違いというものを比較することになるのだ

が、現在のレンタルサーバーと iDC の

サービスは、その内容を単純に区別して

比較することが難しい。例えば、レンタル

サーバーサービスで提供される高機能

サーバーもあれば、iDC事業者が提供す

る、高機能サーバーがパッケージになった

商品もある。iDCの運用・管理代行サービ

スを利用すれば、レンタルサーバーサービ

スを使うのと変わりないのではないか。

一昔前であれば、「レンタルサーバー

サービス＝ウェブ／メールサーバー」であ

り、「iDC＝サーバースペース」という分か

りやすいイメージがあった。実際、iDC事

業者といえば、ファシリティの貸し出しが

事業の中心であり、不動産業といっても

過言ではなかった。ところが、市場の変

化や技術の進歩によって、それぞれの

サービス内容も変化してきた。

レンタルサーバーサービスは、PCハー

ドウェアの低価格化とLinuxをはじめと

するフリーソフトウェアの登場により、設備

投資が安く抑えられるようになったこと

で、サービスの価格競争も激化した。特

に共用サーバーサービスは、ハードディス

クの大容量化によって、1台で数百人の

ユーザーをホストできるようになったた

め、専用サーバーサービスを契約して、

それを共用サーバーサービスとして提供

する「再販ビジネス」も盛んに行われ、価

格競争に拍車をかけた。同時に、このこ

ろはサービスによって回線速度やサポー

トなどの質に差があることも多く、ビジネ

ス用途でしっかりしたシステムを提供する

には、iDCを利用して自ら（またはSIerに

依頼し）運用管理する必要があった。

その後、大手の通信事業者が参入した

り、ビジネスユーザーを対象としたサービ

スの登場によって、高いコストパフォーマ

ンスと信頼性、機能がそろったレンタル

サーバーサービスが登場した。専用線や

広域イーサネット、VPNといった通信サー

ビスとあわせて提供する事業者も現れ、

公開ウェブサーバーだけではなく、社内

システムとしても使えるものが現れた。

最近の主流は、共用型と専用型それぞ

れの利点を持つ仮想専用型で、低コスト

と柔軟性を実現している。また、ビジネス

向けでは、パフォーマンスや可用性を保

障するものも出てきており、サーバー構築

と運用に関する技術の粋が結集されたよ

うなサービスが存在する。

一方の iDCは、2000年前後に各社に

よって設備が建設されたものの、思うよ

うに上がらない利用率とドットコムバブル

崩壊の影響によって、事業撤退や統廃合

が進んだ。このころに、ファシリティ事業

のみでは立ち行かず、生き残りのために

競合との差別化を図ろうと、付加価値

サービスに目を向けた事業者が現れた。

それらは主に、マシンやネットワーク機器

といった設備の貸し出しや運用代行（「マ

iDCやレンタルサーバーサービスを

説明する際、用語の意味が分かりにくい

ものがある。たとえば、iDCの「ハウジ

ング」と「コロケーション」、レンタル

サーバーサービスの「共有」と「専用」と

「仮想専用」などだ。表に示すように、

「ハウジング」はサーバーを設置するた

めの場所と電源やインターネット回線な

どのインフラを利用するサービスのこ

とで、iDCが従来提供していたものにな

る。また、「コロケーション」と呼ばれる

こともある。

「ホスティング」は、利用者ごとにディ

スク領域が割り当てられて、ウェブサー

バー、メールサーバー、FTPサーバーな

どの「サーバーの機能」を利用するサー

iDCとレンタルサーバーサービスの用語解説

ビス。「レンタルサーバーサービス」もホ

スティングと同義である。

また、レンタルサーバーの種類として

は、コンピュータ1台を複数のユーザー

で共有する「共有サーバーサービス」。コ

ンピュータ1台を1人のユーザーだけ

で使える「専用サーバーサービス」。そ

して、ソフトウェア的に、コンピュータ

1台を複数のユーザーで共有しつつ、機

能としては専用サーバーと同等のものが

利用できる「仮想専用サーバー」がある。

こ れ は 、「 VPS（ Virtual Private

Server）」や「VDS（Virtual Dedicated

Server）」と呼ばれることもある。

現在、レンタルサーバーサービスは、

上記の3種類が主流となっているが、さ

らに、専用サーバーの運用や管理の一部

またはすべてを専門業者に代行しても

らう「マネージド専用サーバー」という

サービスも登場している。

iDCとレンタルサーバーサービスの用語解説
iDC ハウジング、 サーバーを設置するスペースや 利用者が用意して、

コロケーション 施設（サーバーラックなど）を 利用者が管理する
使わせるサービス

レンタルサーバー ホスティング サーバーの機能を使わせる 事業者が用意して、
サービス サービス 事業者が管理する
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ネージドサービス」などと呼ばれる）、シス

テム構築といったiDCを利用する際に必

要なサービスを、ユーザーが自分で用意

するのではなく、iDC のサービスのメ

ニューとして提供するというものであった。

これが、さらに進み、「ウェブサーバー」や

「データベース」など用途別にパッケージ

化され、充実してきたのが最近のiDCの

主流となっているサービスである。

選択のポイントは

「何をどこまで任せたいか」

説明してきたように、一見似たような

サービス内容でも、レンタルサーバーサー

ビスとiDCではその成り立ちが異なる。

レンタルサーバーサービスでは、サー

バーでできることを追求し、iDCではサー

バーの運用管理をはじめ、iDCの中でで

きることを追求する。その点で、iDCのほ

うがより幅広く、懐の深いサービスを提供

できるポテンシャルがあるといえるだろう。

実際、レンタルサーバーサービスの中に

も、iDC事業者がサービスの1つとして提

供しているものも少なくない。

様々な付加価値サービスを提供できる

iDCの優位点は、一言でいってシステムに

せよ、サポートにせよ、柔軟なカスタマイ

ズが可能であるという点だ。全体的なコ

ストは、レンタルサーバーサービスよりも高

い傾向にあるが、システムの設計や構築

から運用管理までをトータルで委託でき

れば、場合によってはむしろ低コストに抑

えられるかもしれない。また、最近話題

になっている個人情報保護の問題などを

考慮して、より厳重なセキュリティーや特

別な管理体制を望む場合も、iDCなら対

応できる可能性が高い。社内の基幹シス

テムの運用も、iDCであればディザスタリ

カバリー（遠隔地バックアップ）といった

サービスが利用できるところもある。

いまも、ファシリティ事業に注力する

iDCも存在するが、それはユーザーが通

信キャリアであったり、レンタルサーバー

事業者であるなど、スペースだけあれば

自分で面倒を見ることができる場合だ。

今後の市場拡大は、一般企業のアウト

ソーシングが増えてくるため、付加価値

サービスをさらに充実させるiDC事業者

はますます増えてくるだろう。

ユーザーのビジネスや将来の展開まで

把握した上で、システムの設計や構築段

階から綿密に関係を保ち、単なるインフ

iDC を選択する際、レンタルサー

バーサービスにはない要素として「立地

条件」というものがある。レンタルサー

バーサービスは、基本的にリモートで利

用するものであるため、「サーバーがど

こに置かれているのか」はあまり重要で

はない。海外か国内かも、利用面で大

きな差はない。ところが、iDCの場合

は、現場に行かなければならない機会

も少なくない。トータルサポートで運用

管理もすべて任せたとしても、まったく

行く必要がないということはまれだ。

ユーザーがiDCを選択する際のポイ

立地条件もiDC選びのポイント

ントとしてまず最初に挙げるのはコスト

で、次いで安全性やサポート体制、ファ

シリティの堅牢性と信頼性となる。そ

の次にくるのが「立地条件」（アクセスの

しやすさ）だ。障害発生時に電源をリ

セットし直すといったサービスをiDCの

ほとんどが用意しているが、運用代行

サービスを使っていない場合は、自社

の人間がiDCまで行って復旧作業をす

る必要がある。その際、現場に行くまで

に時間がかかったり、極端な交通費が必

要というのでは、たとえ安い iDCを選

んでも、結局はコスト高となる。

セミナーを終えたら
展示会場で
商品をチェック

Exhibition Hall

ラ提供者としてではなく、協業と呼べるほ

ど深い領域まで入り込んだサポートが可

能なiDC事業者も存在する。

したがって、iDCを利用するという明確

な目的（または、レンタルサーバーサービ

スでは不十分な理由）がある場合はいう

までもなく、自社のシステム管理部門やそ

の体制の見直しを検討していたり、他社

にはない独自性のあるインターネットサー

ビスの展開を予定している企業は、トー

タルサポートを展開しているiDCサービ

スを検討してみるべきだろう。

また、当面はレンタルサーバーサービス

で十分な場合も、その事業者が提供して

いるサービスの幅（iDCや管理サービスも

提供できるか）を、選択の際にチェックし

ておくとよいだろう。

レンタルサーバーサービスも、そのほと

んどはどこかのiDCで運用管理されては

いるのだが、自社でiDCも展開している

事業者なら、仮にレンタルサーバーサー

ビスから移行する場合でも、スムーズに進

めることができる。

乱暴なたとえかもしれないが、レンタル

サーバーサービスとiDCの違いは、回転

寿司と高級寿司の違いのようなものとい

えるだろうか。最近の回転寿司は、味も

決して引けをとらないものもあるが、全体

の「もてなし度」では高級寿司店にはかな

わない。低コストとスピードを求めるか、

様々な付加価値を求めるかで使い分ける

とよいだろう。
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・ハードウェアは共有

・お客様のプログラム領域は独立

・各プログラム／プロセスは独立している
 ので個別設定が可能

・ハードウェアは共有

・お客様のプログラム領域は独立

・各プログラム／プロセスは共有
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メール、その他
アプリケーション

お客様の
ディスク

OSやウェブ、
メール、その他
アプリケーション

お客様の
ディスク

お客様の
ディスク

OSやウェブ、メール、
その他アプリケーション

お客様の
ディスク
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幅広いラインナップで

ビジネスに適したサービスを選べる

NTTPCコミュニケーションズでは、自

社の iDCやネットワークを利用したホス

ティング／ハウジングサービスとして、

「WebARENA」シリーズを提供している。

サービス開始以来、ハウジングサービス

「WebARENA Symphony」、専用サー

バーサービス「WebARENA Solo」、共用

サーバーサービス「WebARENA Suite2」

に加え、2005年 5月からVPS（Virtual

Private Server）サ ー ビ ス と し て

「WebARENA SuitePRO」を追加するな

ど、幅広いラインアップを展開し、ユー

ザーの用途に合わせて選択できるように

なっている。

WebARENAの大きな特徴は、同社の

高い技術力とインフラをベースにサービス

が提供されているところだ。セキュリ

ティーや耐震・耐障害性の高い同社の

iDCにサーバーが設置されていることは

もちろん、40Gbps超の外部接続を持つ国

内最大級のバックボーンによって快適な

アクセスを可能としている。

また、情報セキュリティーマネジメントシ

ステムの認証基準の国際規格「ISMS認証

基準」（Ver.2.0）および「BS7799-2:2002」を

取得していることも特筆すべきだ。これら

の規格を事業者全体で取得していること

は、セキュリティーの高いサービスを提供

している1つの証といえる。

信頼性の高いウェブビジネスを確実に

展開するためには、快適なアクセスとダウ

ンタイムのない継続的なサービス提供が

不可欠となる。これらのインフラをベース

とし、1997年から8年間蓄積された同社

の技術力があれば、信頼性の高いウェブ

ビジネスの大きな味方となるはずだ。

規模や価格で選べる

WebARENA Suite2

共有ホスティングサービスとして提供さ

れているSuite2は、月額3,360円からの低

価格で利用できる自由度の高いサービス

だ。HDD容量を50MB単位（最大1GB

まで）で選択することができるので、コスト

やビジネスの規模に合わせることができる

だろう。

標準／オプションで多彩なサービスを

利用できることも大きな特徴だ。携帯対

応のウェブメール、メーリングリスト、ブロ

グ型の日記ツール「tDiary」などが無償提

供され、高機能なグループウェア

「desknet's e」を3割引でライセンス購入

することもできる。不正なウェブ改ざんを

防止するFTPのアクセス制御などセキュ

リティーに役立つ機能も搭載されている。

メール機能では、メールアカウントを無

制限に作成できるほか、セキュリティーの

高いサービス内容となっている点がうれ

しい。ウイルスやなりすましメールなどの

問題が深刻化する中、メールのセキュリ

ティーを高めておかなければ企業の信用

を失うことになりかねないので、メールウ

イルスチェックが無償で提供されているこ

とは大きなポイントとなるだろう。また、

メール受信時のパスワードを暗号化する

APOPや、スパムメール対策としてメール

の不正中継を防止するOutbound Port25

Blockingに対応して、サブミッションポー

強固な施設と最大級のバックボーンを持つ高品質なホスティングサービス

WebARENA Suite2/SuitePRO
NTTPCコミュニケーションズ

［URL］http://web.arena.ne.jp/

ホスティング／ハウジングサービスの選択では、サービス内容や価格だけでなく、

どれだけ信頼性と安全性の高いインフラを持っているかが重要となる。

NTTPCコミュニケーションズの「WebARENA」は、同社の持つ耐障害性の高い

iDCや国内最大級のバックボーン回線を背景に、1997年から培ったノウハウを

活かした高品質なサービスとして、多くのユーザーの支持を得ているサービスだ。

VPSでは、プログラムやプロセスがユーザーごとに独立しているため、個別設定が可能となる。
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トにも対応。

Suite2が高品質なサービスであること

は、ユーザーの定着率からも見て取れ

る。同社によれば、新規ユーザーの中で

他サービスからの乗り換えが70％を超え

る一方、解約率は1％以下だという。他

のサービスに不満を持っているユーザー

も、コスト面／機能面で納得できるサービ

スとなっていることが分かる。

VPSの新サービス

WebARENA SuitePRO

VPSとは、共有サーバーとして提供さ

れていながら仮想的にroot権限などを付

与することで専用サーバーと同等な機能

を利用できるサービスで、専用サーバー

よりも安価に提供されているものだ。VPS

では、CPUやメモリなどのハードウェアは

複数ユーザーでの共有となるが、各種プ

ログラムやプロセスは専用となるため、個

別設定が可能で自由度が高く、拡張性も

高い。

WebARENAの新サービスSuitePRO

もVPSサービスだが、1万円を切る低価

格で6GBもの大容量HDDを利用できる

ことが大きな特徴だ。専用サーバー並み

の機能を他社の共有サーバー並みの価

格で利用できるだけでなく、これだけの

大容量であれば比較的規模の大きなビジ

ネスでも楽に展開できるだろう。ウイルス

メールチェック機能や、PostgreSQLと

MySQLの両方を使えるデータベース機

能も基本サービスとして提供されている。

メールアカウント数やデータ転送量が無制

限なのもうれしい限りだ。

OSとして、Linux ベースの Fedora

Core 3を搭載しているため、日ごろから

Linuxに慣れ親しんでいるユーザーは便

利に使えるだろう。VPSサービスのOS

としてはFreeBSDを利用しているケース

が多いが、SuitePROであればLinuxが

利用できる点は大きい。

ウェブビジネスが拡大していくにつれ

て、機能的にもスペック的にも一般的な

共有サーバーでは不十分となってしまう

はずだ。これだけの低価格でハイスペッ

クのVPSを利用できるなら、共有サー

バーからの乗り換えはもちろん、将来的

な拡張を見越して最初から選択肢として

考えることもできるだろう。

NTTPCコミュニケーションズの主要全国バックボーンネットワークと接続図。国内外のプロバイダや拠点との太い回線を持ち、国内最大級のバックボーンを誇る。

サービスの概要と料金

問い合わせ先

NTTPCコミュニケーションズ
インフォメーションセンター

03-5977-3777（平日9:30～18:00）
suitepro@arena.ne.jp／suite@arena.ne.jp

WebARENA Suite2 WebARENA SuitePRO

初期料金 3,150円 5,250円

月額基本料金 3,360円～ 8,820円～

メールアカウント 無制限 無制限

メールウイルスチェック 無料 無料

ディスク容量 100MB～以降50MBごとに 6GB
月額1,050円　最大1GBまで

データベース PostgreSQL：月額2,100円 PostgreSQL、MySQL

SSLオプション 設定手数料：8,400円 OpenSSL

root権限 ─ ○

バーチャルドメイン ─ 無制限

OS ─ Linux/Fedora Core 3
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先端技術を使ったiDC、IP-VPN、ホスティングサービスを展開

SAVVIS
サヴィス・コミュニケーションズ

［URL］http://www.savvis.jp/

サヴィス・コミュニケーションズは、小売業から金融業までの幅広い顧客に対して

IP-VPNやマネージドホスティングを提供するグローバルなサービス提供企業だ。

ユーティリティコンピューティングの概念を取り入れた先進的なサービスやCDN

（Contents Delivery Network）サービスなどを展開していることが特徴で、国

内外で多くの企業の導入実績を持つ。

必要なリソースを柔軟に適用する

ユーティリティコンピューティング

サヴィスのマネージドホスティングでは、

ルーター、ファイヤウォール、ロードバラン

サー、ストレージなどのリソースをユーザー

が必要な分だけ購入・拡張できるリソー

ス・オン・デマンドの環境を提供している。

このサービスでは、ユーティリティコン

ピューティングの概念を取り入れることで、

柔軟度が高く、コストを抑えたサービスを

提供しているところが大きな特徴だ。

通常、このようなリソース・オン・デマンド

なサービスを提供するには、物理的なリ

ソースの在庫を用意しなければ対応でき

ない。そのため、通常ならコスト高となっ

てしまいがちだが、サヴィスではデータセ

ンター内にあるハードウェアなどの物理的

リソースを仮想化し、独自に開発した運用

管理システムによりマネージすることで全体

の利用効率を高め、リーズナブルな価格で

の提供を可能としている。また、サーバー

環境の拡張には、物理的なセットアップな

どの手間がかかるが、サヴィスのサービス

では事前構成されたリソースをアサインす

るだけなので短期間での導入が可能とな

るという特徴も持つ。

豊富なセキュリティーサービスと

コンテンツ配信を支援するCDN

サヴィスでは、S3（SAVVIS Security

Services）という名称で豊富なセキュリ

ティーオプションも用意されている。特定

ホストに対しての侵入検知、24時間週7

日体制の監視、およびセキュリティーイン

シデントの対処を行うHos t - B a s ed

Intrusion Detection Service（HIDS）と

Utility Network Intrusion Detection

Service（UNIDS）、不正の疑いのあるイ

ベントや状況が発生した際に適切な処理

を行うIncident Response（IR）、脆弱性

のテストを行うManaged Vulnerability

Scanning（MVS）などが提供されているた

め、安心して利用できる。

また、1997年から研究開発が繰り返さ

れ、多くのノウハウを持つCDNサービスに

も注目したい。CDNとは、容量の大きなデ

ジタルコンテンツを配布できるようにネット

ワークを最適化するサービスのこと。サ

ヴィスのCDNでは頻繁にアクセスされるコ

ンテンツをエンドユーザーに近い場所に置

くことでパフォーマンスの向上とコスト削減

を実現している。ストリーミング配信だけ

でなく、ソフトウェアのダウンロード、イメー

ジや文書の配信など、CDNが必要とされ

る環境は意外と多い。サヴィスのCDNで

は、これらのコンテンツ配布を迅速かつ確

実にセキュアな環境でサポートしている。

問い合わせ先

サヴィス・コミュニケーションズ株式会社
03-5219-0606
sales-jp@savvis.net

仮想化されたルーター、
ファイアウォール

CPE IADs

Integrated Management System

ルーター

ファイアウォール

ロードバランサー

ウェブサーバー

ファイアウォール

データベース

Strage EMS

バーチャルWAN バーチャル
ホスティング

仮想化されたルーター、
ロードバランサー、SSL、
ファイアウォール

バーチャル
コンピューティング
&ストレージ

従来のデータセンター SAVVIS

従来のiDCとSAVVISのマネージドホスティングの違い。

各インフラを仮想化することで、柔軟な構成と拡張が低コストかつ素早く実現できる。
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新しい渋谷DCを中心に、ビジネスの課題に踏み込んだサービスを提供

CRCデータセンター
CRCソリューションズ

［URL］http://www.crc.ad.jp/

CRCソリューションズでは、05年4月に稼動が開始された渋谷データセンターを含め、

横浜・神戸・大手町の4か所5施設のデータセンターを運営している。

同社の特徴は、単に施設やネットワークを貸し出して、技術サポートを行うだけでなく、

SIerとしての豊富な経験と技術力を活かし、コンサルティングなども含めたトータルソリュ

ーションとしてビジネスの課題解決を図るきめ細やかなサービスを提供していることだ。

さまざまな工夫が施された

最新のデータセンター

CRCソリューションズのデータセンター

は、いずれも地震や津波等災害の危険が

少ない地域に建設されている。当然、耐

震や免震の設計が施されており、1994年

に稼動を始めた神戸コンピュータセンター

は、翌年の阪神大震災でその耐震性を証

明した。

そのCRCソリューションズが新たに開

設したのが、東京・渋谷から徒歩7分、

固い地盤の高台に位置する渋谷データセ

ンター（SDC）だ。

セキュリティー対策も万全で24時間365

日体制による有人監視はもちろん、ラック

列毎にITV監視カメラを設置。また、有

人マントラップ方式を採用し、入室権限の

ない人が共連れでサーバールームに入室

できないような仕組みになっている。

さらに、近年の使用電源容量の増加に

対応するために従来以上に電源・空調関

連設備を充実させているほか、自家発電

装置や多段構成の無停電装置を有し、必

要であればさらに設備増強もできる。

コンサルティングから運用管理までを

トータルサポート

データセンターの役割は、サーバーなど

の機器を置く施設や設置場所、および

ネットワーク回線を提供することだ。しか

し同社のデータセンターでは、SAPや

Oracleなど様々なビジネスアプリケーショ

ンについても、システムコンサルティングか

ら設計／構築／運用まで一貫したサービ

スをワンストップで提供できることが大き

な特徴だ。また、コロケーションや基本的

な監視、運用サービスはもちろん、機器

の調達、NW、セキュリティー、アプリケー

ションなど様々なサービスをコンポーネン

トにして用意し、必要なサービスを必要

に応じて利用できる（下記図参照）。

ユーザーごとにITCO（ITComponent

Organizer）と呼ばれる担当SEが割り当

てられ、技術的な問題はもちろん、システ

ムの課題や要望に応じて必要な機能を組

みたて、ビジネスに最適なシステムを構築

し運用、管理を代行してくれる。ネット

ワークやファシリティなどのインフラとビジ

ネスとして提供するサービスは切っても切

れない関係となるため、システム管理部門

になり代わって、トータルでシステムをアウ

トソーシング委託できることになる。

高い信頼と実績を裏付けるように、

CRCソリューションズでは、運用／セキュ

リティー／データセンターの各分野で十数

件の認証を取得している。経済産業省の

定める認定制度やISO 規格の登録をは

じめ、プライバシーマークや情報セキュリ

ティーマネジメントシステム（ISMS）を取得

している点は安心だ。また、サン・マイク

ロシステムズが定める認証プログラム

「SunTone」を国内で初めて取得すると

いった実績を持っている。

問い合わせ先

株式会社CRCソリューションズ
データセンター事業部
03-5489-3121
contact@crc.co.jp

インターネットゲートウェイ

ユーザーの課題や要望

社内へのEラーニング研修

コンポーネント ソリューション

インターネットアクセス環境の改善

ウェブサイトの構築／改善
ウェブマーケティングの強化

サイトや社内ネットワークのセキュリティー向上

社内ネットワークやシステムの構築／改善

国内／海外からのモバイル接続環境の構築

データベースシステムの状況の把握
データベースのセキュリティー向上

Eラーニング

データベース

モバイル

エンタープライズ

セキュリティー

ウェブサイト
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構築から運用管理まで、各サービスや機能を「コンポーネント化」して組み合わせることで、ユーザーごと

に最適化されたソリューションを提供できる。
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多彩な標準機能を搭載したVPSサービスを提供

ラピッドサイト
GMOホスティングアンドテクノロジーズ

［URL］http://www.rapidsite.jp/

世界170か国／50万ドメインのユーザーを誇るレンタルサーバーサービスを展

開するラピッドサイトは、専用／共有／VPSの幅広いサービスを展開している。

中でも、VPSサービスは、手軽に高い機能を利用できるサービスとして人気が高

く最大5GBのHDD容量で複数ドメインが可能なため、さまざまなウェブビジネ

スでの活用ができるようになっている。

豊富な最新ツールの数々が

標準で利用できる

ラピッドサイトでは、共有プランの一部

とVPSの全プランで、ブログツールの

「Movable Type」、コミュニティ構築ツー

ルの「XOOPS」、ネットショップ構築ツール

の「osCommerce」を標準インストール済み

で提供している。導入するソフトウェアを

拡張したいケースも考えられるが、CGIの

設定などに不慣れな人向けに、設定代行

サービスも提供されている。

また、VPSサービスでは、MySQLデー

タベースをブラウザベースで管理する

「phpMyAdmin」やサーバー管理ツール

の「Webmin」も搭載されているので、多

機能なサーバー環境を簡単かつ迅速に

管理運用ができるだろう。

導入のしやすさと

充実したサポートも魅力

ラピッドサイトのVPSサービスでは、1週

間の無料トライアルサービスも提供してい

る。VPS導入に際し、RV-301プランと同

等のトライアルサーバーを7日間試すことが

できるので、実際の使用感や機能の効果

を事前に確かめることができて安心だ。試

用したサーバーのデータは7日後に自動的

に消去される。気に入って契約する際に

は、同じ設定のままで継続して契約したり、

別の構成で新規に設定することが可能だ。

VPSサービスのRV-31シリーズでは高速

なバックボーンを持つ国内iDCにサーバー

が設置されるなど、セキュリティー面での信

頼性も高い。メール受信前にウイルスを駆

除する日本ネットワークアソシエイツの

「WebShield e500 Appliance」を採用し

ている点も安心だ。さらに、RAID1ミラー

リング、HDDバックアップ、テープバックアッ

プの3重のバックアップに対応しているた

め、障害発生時のデータ保護はもちろん、

人的な不注意で情報を消失してしまった

場合にも、すぐに元の状態に戻すことがで

きる。

サポート面では、年中無休の無償サ

ポート体制をはじめ、SLA品質保証制度

が用意されているのが頼もしい。SLA品

質保証制度は99.9%の稼働率を保証する

もので、サーバー障害などによって99.8%

以下の稼働率となってしまった場合は料金

の一部を返金する制度だ。さらに、契約後

30日以内に解約手続きを行えば、月額利

用料金が返金される30日返金保証制度も

用意されている。これらの制度は、ラピッド

サイトが自社のサービスに自信を持っている

表れだと考えてよいだろう。

なお、問い合わせ後に希望すれば、直

接ラピッドサイトを訪問して導入前の不安や

疑問点を相談し、コンサルティングを受ける

ことが可能だ。じっくり相談した上で前述

の1週間のトライアルを受ければ、間違い

のないサーバー選びができるだろう。

問い合わせ先

GMOホスティング アンド テクノロジーズ株式会社
ラピッドサイト
03-6415-6226
info@rapidsite.jp

サービスの概要と料金
RV-311 RV-312 RV-313 RV-301 RV-302 RV-303

初期設定料 10,500円

料金（12か月契約の場合） 18,900円 22,050円 36,750円 15,750円 18,900円 31,500円

HDD容量（GB） 1.25 2.5 5 1.25 2.5 5

iDC 国内 米国

バックボーン回線容量 127Gbps 34Gbps

メールアカウント 無制限

独自CGI ○

SSL ○

データベース ○

MovableType 標準搭載

phpMyAdmin 標準搭載

Xoops 標準搭載

osCommerce 標準搭載

VPSサービス各プランのスペック。RV-31とRV-30は同様のスペックだが、データセンターの場所が国

内か海外かで異なる。バックボーン回線容量の差も考慮しながら、提供するサービスの対象や内容によっ

て使い分けるとよいだろう。
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